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zSecure ユーザー・インターフェースで使用できる、レコード・レベルの行コマンド 

 
 

標準行コマンド 
/ 使用可能な行コマンドの表示 
C プロファイルまたはエントリーのコピー 
S 詳細の表示 
X、XX FORALL 処理から除外 
Z、ZZ FORALL 処理用に選択 
 
ユーザー・プロファイル表示 
A 許可および接続数 
AC アクセス権限検査 
CO 接続の追加 
D、DD 削除 
E イベント、SMF レポート 
L LISTUSER コマンドの生成 
M 移動 
MI セグメント内の ID の管理 
ML ログオンの管理 
MR CKGRACF 権限要件の管理 
MS CKGRACF 再開スケジュールの管理 
MT TSO 情報の管理 
MU ユーザー・データの管理 
P 基本セグメントの場合: パスワードの変更お

よび再開。アプリケーション・セグメント

の場合: ユーザー・プロファイルの表示 
PE 許可の追加または削除 
R、RR 再作成 
SE アプリケーション・セグメントの表示 
SR 関連プロファイルの表示 
TR ユーザーに与えられた信頼 
34 データ・セット・リスト・ユーティリ

ティー 
 
グループ・プロファイル表示 
A グループ許可 
AC アクセス権限検査 
CO 接続の追加 

D、DD 削除 
E イベント、SMF レポート 
L LISTGRP コマンドの生成 
MI INSTDATA および APPLDATA の管理 
MR CKGRACF 権限要件の管理 
MU ユーザー・データの管理 
P プロファイルの表示 (セグメント表示上) 
PE 許可の追加または削除 
R、RR 再作成 
SE アプリケーション・セグメントの表示 
SR 関連プロファイルの表示 
34 データ・セット・リスト・ユーティリ

ティー 
 
DATASET プロファイル表示 
AC アクセス権限検査 
D、DD 削除 
E イベント、SMF レポート 
L LISTDSD コマンドの生成 
LD LISTDSD DSNS コマンドの生成 
LR レポート経由でカバーされるデータ・セッ

トをリストする 
MI INSTDATA または APPLDATA の管理 
MR CKGRACF 複数権限 

要件 
MU USRDATA の管理 
P プロファイルの表示 (セグメント表示上) 
PE 許可の追加または削除 
R、RR 再作成 
SE アプリケーション・セグメントの表示 
34 データ・セット・リスト・ユーティリ

ティー 
 

RESOURCE プロファイル (GENERAL) 表示 
AC アクセス権限検査 
CC 異なるクラスにコピー 

D、DD 削除 
E イベント、SMF レポート 
K APPCLU キーおよび PTKDATA キーの管理 
L RLIST コマンドの生成 
MI INSTDATA または APPLDATA の管理 
MR CKGRACF 複数権限要件 
MU ユーザー・データの管理 
P プロファイルの表示 (セグメント表示上) 
PE 許可の追加または削除 
R、RR 再作成 
SE アプリケーション・セグメントの表示 
 
証明書 
BI 証明書を TKDS トークンにバインドする 
CO 証明書を鍵リングに接続する 
EX 証明書をエクスポートする 
GR 指定された証明書に基づいて証明書要求を

生成する 
L Generates RACDCERT LIST 
LC 証明書チェーンのすべての証明書に関する

情報を表示する 
RK 新しい鍵ペアを使用して証明書の鍵を再設

定 (複製) する 
RO チケットを新しいチケットに置き換え、古

い証明書を失効させる 
UB TKDS トークンから証明書をアンバインド

する 
 
クラス設定表示 
E イベント、SMF レポート 
P プロファイルの表示 
R 更新 
 
 
 



 
 

zSecure ユーザー・インターフェースで使用できる、詳細レベルの行コマンド 

 
 

標準行コマンド 
/ 使用可能な行コマンドの表示 
C エントリーのコピー 
D エントリーの削除 
L リスト 
S 詳細の表示 
 
ACL  
C コピー 
D 削除 
I 挿入 
L ユーザーまたはグループのリスト 
P プロファイルの表示 
R 再作成 
S 選択または変更 
 
CONNECT  
C コピー 
D 削除または除去 
L リスト 
P プロファイルの表示 
 
Certificates in user display 
D 削除または除去 
L リスト 
 
USR フィールド  
C USERDATA フィールドのコピー 
D USERDATA フィールドの削除 
I USERDATA フィールドの追加 
R USERDATA フィールドの繰り返し 
S USERDATA フィールドの設定 
 
CKGRACF USR フィールド  
A 待機コマンドの承認 
C 待機コマンドのコピーまたはスケジュール

の設定 
D 待機コマンドの否認またはスケジュールの

クリア 
H 待機コマンドの保留 

I 別のコマンドを追加して承認のために

キューに入れる、またはアクションをスケ

ジュールに入れる 
R 現在のコマンドを編集して承認のために

キューに入れる、またはアクションをスケ

ジュールに入れる 
 
RACLINK フィールド  
A 保留中の関連を承認する 
C 現在の RACLINK 関連をコピーする 
D RACLINK id (userid) undefine 

(linked.node.user) コマンドを生成する 
I Copy or insert RACLINK association for current 

user 
 
データ・セット  
B ブラウズ 
 
リソース  
S 選択または変更 
 
開始タスクの RACF ユーザーまたはグループ  
L リスト 
P プロファイルの表示 



 
 

zSecure ユーザー・インターフェースで使用できる基本 (ISPF) コマンド 
 

ACCESS – リソースに対する ID のアクセス権限を

表示する 

ACL EFFECTIVE – 有効なアクセス・リストを表

示する 

ACL EXPLODE – 展開されたアクセス・リストを

表示する 

ACL NORMAL、ASIS - 実際のアクセス・リスト

を表示する 

ACL NOSCOPE – アクセス・リスト表示の一部と

しての管理権限の表示を非アクティブにする 

ACL NOUNIVERSAL – UNIVERSAL オプションを

非アクティブにする 

ACL RESOLVE – 解決済みアクセス・リストを表

示する 

ACL SCOPE – アクセス・リストの一部としての

管理権限の表示をアクティブにする 

ACL SORT ACCESS – アクセス・リストを 
OWNER から NONE の順でソートする 

ACL SORT ID – ID によりアクセス・リストをソー

トする 

ACL SORT USER – ユーザーによりアクセス・リ

ストをソートする (解決/展開を使用) 

ACL TRUST – プロファイルの信頼関係を表示する 

ACL UNIVERSAL – アクセス・リストを作成する

ときに、汎用グループへのデフォルト接続を持つ

システム全体の操作およびユーザーを含める 

C2RIMENU - 表示されるメニュー・オプションお

よびメニューで表示されるアクションに対する権

限検査の結果を表示する  

CANCEL - 上書きがサポートされる表示で、保留

中の管理上の変更をリセットする 

CARLA、COMM - CARLa コマンドを入力する 

CKNSERVE - CARLa OPTION コマンドの 
ServerToken パラメーターにより識別される 
zSecure Server アドレス・スペースにより認識され

ている zSecure Server に関する情報を表示する 

CKXDEBUG - CKX 診断情報を表示する 

CKXLOGID – Set or view the current ticket ID and 
description 

COLS - 画面の上部にルーラーを表示する 

FIELDS - CARLa 照会で使用できるすべての

フィールドを表示する 

FIND - 表示パネルのテキストに対する文字ストリ

ング検索を実行する 

FORALL - レコード・レベル表示のすべてのプロ

ファイルまたは選択したプロファイルに対してコ

マンドを発行する 

HELP - PF1 キーと同等 

MESSAGES、MSG、MSGS - メッセージ・ライブ

ラリーを表示するかメッセージを検索する 

MODIFY - 変更可能フィールドの値を変更する機能

を有効または無効にする 

PRT、PRTLIST - 標準 ISPF LIST データ・セット

に書き込まれる表示のハードコピーを作成する 

RACF - RACF ISPF パネルを開く 

RA.G – RA.G 選択パネルのグループ ID 選択フィー

ルドに ID またはパターンを入力し、現在の行が属

する複合システム名を入力する操作と同じ 

RA.U – RA.U 選択パネルのユーザー ID 選択フィー

ルドに ID またはパターンをコピーして貼り付け、

現在の行が属する複合システム名を入力する操作

と同じ 

REFRESH - 変更したフィールドの変更をリセット

する 

RESET - 表示パネルからすべての保留中の更新を

削除し、保留中のコマンドを取り消す 

RESULTS - 最後の照会で作成されたファイルを表

示する 

RFIND - 現行カーソル位置から直前の FIND コマン

ドを繰り返す 

SET - 「セットアップ - 表示」および「セットアッ

プ - 確認」の表示パネルの一部のオプションを変

更する代替の方法 

SETUP - SETUP アプリケーションを起動する 

SORT - SORT フィールド [A,D] フィールド 
[A,D].... 

STARTPAN - zSecure の開始時に開くパネルを指定

する 

SYSPREV - 再帰的照会の SYSPRINT メッセー

ジ・ファイルを参照する 

TEMPLATE - RACF データベース・テンプレート

のコンテンツを表示する 

X – テーブル内で検索引数と一致するすべてのレ

コードを検索し、それらを表示から除外する 

XF – 表示からすべてのレコードを除外してから、

検索引数と一致するすべてのレコードを検索して

含める 
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